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⃝「なんだ、おまえも南高か!」
　　—— ようこそ、南高東京同窓会へ!
⃝南高生の「今」—— 南高新聞部企画
⃝南高写真部 作品展
⃝南高同窓生の交流会
⃝秋祭り2024⃝R7キックオフミーティング
⃝お知らせ
⃝令和6年度総会・懇親会
⃝ごあいさつ
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南高というパス
矢 口 　 賢
南高51回卒　サッカー部
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昨年の芋煮会より
東京同窓会に参加さ
せていただきました。
この度、寄稿の機会
をいただきましたの
で、南高との関わり
を振り返りますとと

もに、皆様へ自己紹介させていただきます。
山形一小から、山形二中、南高、法政大学経済学部

を卒業後、安藤建設（現：安藤ハザマ）に就職し現在
に至ります。勤務先の安藤ハザマ、いわゆるゼネコン
でして、安藤建設と間組が合併して誕生いたしました。
山形では山形新聞社、山形グランドホテル、やまぎん
県民ホール（山形県総合文化芸術館）等を施工してお
ります。 入社して約20年、 一貫して民間建築の営業
を行っております。

私が南高に在籍していたのは、1998年4月から
2001年3月です。 小学生の頃にJリーグが開幕したこ
ともあり、小・中とサッカーを続け、南高でもサッカ
ー部に入りました。

当時のサッカー部は市内1部リーグに在籍しており、
戦力的には県内5位という雰囲気で、インターハイ予
選では猛練習した代もさほど練習しなかった代でもベ
スト8（ベスト4は毎年、日大山形、東海大山形、山
形中央、鶴岡東）には進出できました。そこで我々の

代は、ハードワークしてもしなくても同じ結果ならと
「エンジョイサッカー」を掲げることとし、きつい体
力トレーニングは少なめに、ゲーム中心の練習としま
した。控えのキーパーだったということもあり、楽し
かったなという記憶しか残っていません。そうした練
習をした代でしたが、山形中央に準々決勝で敗れまし
たが、定位置のベスト8には進出できました。

南高との関わりを強く感じるようになったのは、
2012年4月から2024年6月までの仙台での東北支店
勤務時代です。支店の協力会社の有名人が大先輩（19
回卒）で、非常にかわいがってもらいましたし、得意
先である地銀さんの担当が先輩だったり、同業や大手
電機会社の営業の方が先輩だったりとで、食事やゴル
フに行くことも多く、南高卒で良かったなと感じる生
活でした。

さて、仕事で出会った方と山形出身だという会話に
なった際、マナーとして「東高卒ですか？」と聞くこ
ととしているのですが、そこでお互いが南高卒だとわ
かると、ほとんどの方が「なんだ、お前も南高か」と
おっしゃられ、 強い親近感を持ってくれるのが南高
OBの印象です。

40代に入り、 後輩にも少しは世話できるよう日々
精進してまいりたいとも思いますが、まだまだ先輩方
にお世話になりながら生きていこうと思っております。
今後ともよろしくお願いいたします。

なんだお前も南高か
！

ようこそ、南高東京同窓会へ！
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ギターが結ぶ南高魂
下 山 亮 平

南高51回卒　音楽部

3

こんにちは。 ギタリストをやっております、 南高
51回卒の下山亮平です。 今年初めて山形南高東京同
窓会に参加させていただきました。

高校時代は好きだったアコースティックギターに明
け暮れて、次第に音楽を作ることが楽しくなって、そ
れはずっと変わることなく、結局ギターを職業にする
ことになりました。

全国各地を旅しながら演奏していますが、南高時代
の友達が、住んでいる地域でのライブに来てくれたり、
またギター関係のニュース等を見たときに僕のことを
思い出してくれた同級生が連絡をくれたりということ
が今だにあります。南高を卒業したのは25年前ですが、
これだけ時が経っても関わりを続けられるのはとても
嬉しく、ありがたいことです。

僕が演奏しているのはインストゥルメンタル（歌の
ない音楽）で、海外でも演奏する機会があってアジア
・ヨーロッパなど結構いろいろな国に行きました。中
でも思い出に残っているのはドイツに行った時のこと。
南高時代に同じ音楽部だった山崎英士くんが仕事の関
係でフランクフルトに住んでいて、僕のライブがある
のを知って連絡をくれたんです。それで会うことにな
って、一緒にドイツのビールを飲んで、フランクフル
トの街を案内してくれました。互いに家族がいて、環
境も違うけれど、高校時代の繋がりでこうして会った
り、同じ話題で話したりできるのは不思議でもありと

ても嬉しいです。
東 京 同 窓 会 に

は、 副会長の伊
藤さんにお誘い
いただいて今年
初めて参加しま
した。 大先輩か
ら同世代まで、本当に幅広い世代と職業の方々がいる
ことを知って、また意外な接点があったことがわかっ
たり、面白いものだなと、感じています。普通では知
りえなかったであろう人生の先輩に接することができ
たり、そんな方から金言のような言葉をもらえたり、
生活に味わいが増したように思っています。それから、
18歳まで山形で過ごしたとは言え故郷について知ら
なかったことも多く、このような幅広い付き合いを通
して山形のことを深く知ることができるのも嬉しく思
っていることです。

仕事柄、旅に出ることが多かったり、今は小さい子
どもがいて子育てに奔走していることもあり、なかな
か参加できないこともあるかも知れませんが、できる
限り同窓会の皆さんとお会いする機会を大事にしてお
付き合いさせていただけたら幸いです。今後とも、ど
うぞよろしくお願いいたします。

気づけば
また南高の輪が広がっていた。
そんな“いい話”のご紹介。
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俺進O R I G I N
南高生の「今」— 南高新聞部

第61回　南高祭第61回　南高祭

令和６年８月22日から25日にかけて南高祭が行われた。
熱中症予防の観点から体育祭の開催が危ぶまれた場面も
あったが、南高祭スローガン「俺進（オリジン）」のもとに
南高生が一丸となり、大成功で伝統の南高祭は幕を閉じた。

前夜祭
前夜祭では毎年恒例の仮装行列が
行われた。南高生らしいユーモア
に富んだコスプレに身を包み南高
祭をアピールした。また、グラウ
ンドでは早食いやローション相撲
といったバラエティ番組さながら
の企画が催され、今まで以上に盛
り上がった前夜祭だった。

体育祭
昨年度は、熱中症の危険が高まったことで中止になってし
まった体育祭だが、今年は競技を２日間に分けて開催するこ
とで無事に行うことができた。気温がじりじりと上がる中、
どの競技でも熱い戦いが繰り広げられた。特に連合対抗リ
レーではすべてのクラスが自陣のテントから出て応援するな
ど白熱していた。逆境に負けず柔軟に対応して楽しむ、これ
ぞ南高生！という体育祭となった。

文化祭
文化祭では、これまで各クラス
の出し物を披露していたN-1
グランプリが有志による希望
制になって出場者が減少して
しまったが、面白さは今まで
以上で全員が楽しめるものに
なっていた。ステージ準備の
待ち時間に披露される「場つな
ぎ」も行われ南高生ならではの
ネタに会場は爆笑の渦に巻き
込まれた。
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一般招待
今年の一般招待では３年生だけでなく多くの部活動が模擬
店を出店し南高祭を盛り上げた。ボディビルや鉄人レース
では南高生の秘められた才能を発揮し、書道部のパフォー
マンスや吹奏楽部や南音のライブも開催された。伝統の理
数科のお化け屋敷とウォーターボーイズの公演もやはり人
気を博し長蛇の列となった一般招待の終盤ではフォークダ
ンスが行われ、南高生は恥ずかしながらも楽しんでいた。

後夜祭
最終イベントである後夜祭では、祭りが無事に終わった喜びを全員が
分かち合った。雨が勢いを増す中、応援団の引継ぎでは大きな感動に
包まれ、これからの南高を「託す者」と「託された者」の覚悟を感じる南
高生の大進撃が響き渡った。こうして4日間にわたって繰り広げられた
南高祭は幕を閉じた。

東京同窓会報に寄せて 

今年度も、同窓会の皆さまに南高の様子をお伝えする機会を
与えていただきありがとうございます。開催が危ぶまれた体
育祭も2日間開催として無事に行うことができました。例年
になく短い準備期間の中でも立派にやり遂げた南高生の頑張
りをこのページを通して知っていただければ幸いです。これ
からも「チームコバルト」一丸となって努力して参りますので、
ご支援ご鞭撻をお願いいたします。	 南高新聞編集部
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南 高 写 真 部 作 品 展
第13回　日韓中高校生フォトコンテスト

最優秀・ニコン賞
「moment of joy」　２年１組 齋

さいとうたいち　
藤泰地

第48回　全国高等学校総合文化祭写真部門

優秀賞（読売新聞社賞）　
「T

ザ
HE P

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル
ROFESSIONAL」　３年２組 設

し た ら
楽旦

あ さ ひ
陽

総合文化祭賞
　「継承の使命はその手に宿る」　２年１組 齋

さいとうたいち　
藤泰地

令和７年全国高等学校総合文化祭写真部門の参加権を獲得しました。

第48回　山形県高等学校総合文化祭写真部門

【  6 】山形南高同窓会報(No21)_2025_Re2 25/07/02
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南 高 写 真 部 作 品 展

※学年は令和6年度

優秀賞　「ヒカリの楽園」　３年２組 設
し た ら

楽旦
あ さ ひ

陽

「熱狂する男ども」　２年２組 清野陽平

入選　「終わるかよ」　２年６組 須田太志

第15回　高校生デジタルフォトコンテスト

第48回　山形県高等学校総合文化祭写真部門
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E-mail:kuroda_zeirishi@ybb.ne.jp

Mobile:090-4964-7616

黒田治彦税理士事務所

黒 田 治 彦
税理士・認定経営革新等支援機関・登録政治資金監査人

Kuroda Haruhiko

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 2-14-2 雄邦ビル１階

　　      　Phone 03-3556-8068 Fax 03-5213-4667

何でもお気軽にご相談ください

（南高 21 回卒）

終了後壇上で記念撮影

令和6年度　第86回　やまがた県人まつりに参加
令和6年9月23日（月・祝）/ホテルニューオータニ「鶴の間」にて開催

山形県人東京連合会 加盟68団体 644名が参加、
南高OBは各団体の責任者として参加
南高東京同窓会は小松会長を中心に10名が参加。
山形県スポーツ県民歌で開幕した！

会場委員の加嶋さん
乾杯の挨拶

大沼校長先生のお姉さまと

活躍する南高生との出会いがあります

【  8 】山形南高同窓会報(No21)_2025_Re2 25/07/02



1 三浦　仂 3回卒

2 毛利　昭 12回卒

3 小松　栄三郎 15回卒

4 柿崎　廣幸 19回卒

5 大沼　哲夫 19回卒

6 黒田　治彦 21回卒

7 山口　和士 24回卒

8 鈴木　淳一 25回卒

9 村岡　登 25回卒

10 土田　和男 25回卒

11 杉本　俊夫 28回卒

12 高橋　達志 32回卒

13 伊藤　和弘 32回卒

14 飯野　典朗 39回卒

15 伊藤　啓輔 41回卒

16 金井　正行 41回卒

17 山川　順司 41回卒

18 板垣　善紀 41回卒

19 矢口　賢 51回卒

(敬称略)

参　加　者

2025年1月25日㈯ 14:00～17:00 池袋・蓮家ににて

№ 氏　　名 卒業回
今年の抱負

漢字一文字

1 12回卒

2 12回卒

3 14回卒

4 15回卒

5 19回卒

6 21回卒

7 25回卒

8 25回卒

9 25回卒

10 28回卒

11 28回卒

12 30回卒

13 32回卒

14 32回卒

15 38回卒

16 45回卒

17 51回卒

毛利　昭
奥山　徹
佐藤　守彦
小松　栄三郎
柿崎　廣幸
黒田　治彦
鈴木　淳一
村岡　登
土田　和男
杉本　俊夫
峯田　淳
大場　勝一
高橋　達志
伊藤　和弘
菊地　真治
浅黄　祐樹
下山　亮平

山
変
氣
縁
辯
切
域
康
飛
笑
猫
踊
重
郷
備
超
歩

2024年11月30日㈯14:00~16:00
神田「のむず」

2025年1月25日㈯ 14:00~17:00
池袋・蓮家にて

Yamagata-NANKOH
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山形南高東京同窓会の交流会

9

楽しいですね‼

ハイ、イモニー‼

山形の酒は美味しい

まずは乾杯‼
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日時：2026年6月28日（日）14：20〜
場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　　　東京都千代田区九段北4-2-25
電話：03-3261-9921

令和8年度（2026年度） ——

山形南高東京同窓会総会·懇親会

来年も出席のご予定をお願いいたします。

山形南高東京同窓会HP
	

常任幹事会SNS勉強会の開催により、
HPのリニューアルへの取組み

毎月開催の常任幹事会の他に、2024年8月、伊藤副会長
を中心に、黒沼篤さん（38回卒・全日本芋煮会同好会代
表）を講師に迎えて開催。その後も常任幹事の皆さんで
協議を重ねてきました。

【POINT】
・�HPを作成するにあたり」「何のために、誰に届ける
か」のテーマをはっきりさせる。
・��現行HPの棚卸を行ったうえで制作にあたる。
SNSの活用については「誰に向けて、何のために」発
信するのかというテーマを決めることが重要。同窓
会として、「案内を送るだけで済まさず、その前後で
連絡を取ること」で多くの人に参加してもらえる。　
➡基本の再認識……2025年2月に完成に至りました。
伊藤副会長の業務負担のお陰で、当初の見積から3割
減とし、予算の削減に努めました。
是非、アクセスしてご意見をお願いいたします。

ホームページが新しくなりました

https://yamanan.jp/

秋祭り2025

同じ内容です！

【  10 】山形南高同窓会報(No21)_2025_Re2 25/07/02
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私が南極大陸に旅したのは今から16年前の2月でしたから、平
成21（2009）の事になります。南極点は踏めませんでしたが、
南極大陸に上陸した事だけでも大きな喜びでありました。以来、
北の極地・北極点を目指し足跡を残そうと画策して参りましたが、
今年（2025年）の2月に「極北の島スピッツベルゲン島を歩く」
と言うツアーが開催されるのを目にしました。本来ならば北極点
の氷の上を踏みしめるべきでしたが、その様なツアーを企画する
旅行会社も無く諦めていたところへの朗報でした。北極点は無理
でも北極圏にある島を歩くことにより、極点の雰囲気を味わいた
いとの思いもありました。

羽田を発ったスカンジナビア航空のエアバスは東進し、ベーリ
ング海峡を経て北極海（Arctic Ocean）に至り、グリーンラン
ドを横断しデンマークのコペンハーゲン空港に至る経路でありま
した。 ロシアのウクライナ侵攻に伴う空路変更のため、14時間
ものフライトに耐えなければなりませんでした。この地区のハブ
であるコペンハーゲン空港には、日本語の案内も設置されており、
この地を経てヨーロッパ各地へフライトは行われておりました。
この空港からノルウエーの首都オスロまでは２時間弱で、そこか
らノルウエーの地方都市トロムソまで飛びます。其処で、自然保

護のための「スバールバル条約」 に
同意して、再び2時間のフライトでス
バールバル諸島最大で、 唯一、 人間
が住むことが許されているスピッツ
ビルゲン島に上陸できるのです。

この島は、昔は石炭と捕鯨の島でしたが、今では人工的に造ら
れた市街地があり、そこにはスーパーマーケットはもとより、大
学までもが建てられておりました。ここに住む人々は指定された
市街地でのみ居住が許されており、いわゆる「ぽつんと一軒家」
などは許されません。市街地の周囲は、鋭い頂を持つ岩峰に囲ま
れ、岩峰と岩峰の間には氷河が流れ、それが北極海に注ぎ、削ら
れた大地がフィヨルドとなって天然の良港を造っているのであり
ます。

北極圏の朝は6時ごろから空が白みはじめ、間もなく陽が昇り
ます。滞在期間中は薄い雲の上から陽が射す程度で、太陽光をま
ともに浴びることは出来ませんでした。その様な中でも極北の原
野を目指して我々は歩きはじめるのですが、ホッキョクグマに備

え隊列の先頭と最後尾にはライフル銃
を持ったガイドが付き添いました。 別
な言い方をすれば、 ライフル銃を持っ
たガイドが同行しなければ、 街の外に
は出ることが出来ないと言う事であり
ます。

この島に上陸するためにはスバール
バル条約に同意しなければなりません。条約によれば、この島で
は生まれる事も死ぬことも出来ないのであります。臨月が近づけ
ば島を離れた場所に移動して出産をしなければならず、死期が迫
れば別な街に移動しなければなりません。移動する先は母国だっ
たりノルウエーの都市だったりするのです。彼らの移動手段は自
動車ですが、殆どの家庭がスノーモービルを所有しており、自転
車代わりに乗りこなしております。

彼らは遠出をする場合は単独行は避け、数台のモービルを連ね
ての移動となります。我々は犬ぞりを駆って原野に飛び出しまし
たが、犬ぞりの先をトナカイの群れが横切ったり、北極圏そのも

のを満喫することが出来ました。
犬ぞりの操縦はそりに取り付け
た板状のブレーキだけですが、
慣れれば面白いもので、 一人前
のマッシャー（御者）になった様
な気持ちにさせてくれます

旧約聖書には「ノアの方舟」の逸話が乗っておりますが、これ
と同じ趣旨で、世界の種子を低温・低酸素状態で休眠させ種子を
保存する場が設けられているのです。種の絶滅が危惧されるとき
はここから種子が運ばれる事になります。正式には「スバールバ
ル世界種子貯蔵庫」と呼ばれておりますが、最大で400万種もの
作物の種子が保存されており、「種子の方舟」と呼ばれております。
この島が選ばれた訳は政治的にも安定しており平和でかつ一般人
の来訪も限られてい
る場だからとの事で
す、出資者はビルゲ
イツだそうですが凄
い男ですね。

11

祝 令和７年度 山形南高等学校 東京同窓会総会
弁護士　菊  地  真  治

（南高 38 回卒 野球部）

東京都港区西新橋２丁目２番５号竹内ビル２階

電話 ： 03-6205-7557　FAX ： 03-6205-7558

東京弁護士会
菊地真治法律事務所

極寒の極北の島スピッツべルゲン島を歩く
毛利　昭 顧問（南高12回 卒）
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総
　
会

令和 6 年（2024 年）度　山形南高東京同窓会総会・懇親会
2024 年 6 月 29 日㈯ 14:20 ～ 17:15  アルカディア市ヶ谷にて開催

■総　会　［タイムテーブル］
14：20　司会あいさつ
14：23　総会・議長あいさつ……小松議長
議事進行	①令和 5年度会計報告（伊藤副会長）
	 　会計監査報告（黒田常任幹事）
議事進行	②令和 6年度活動方針、収支予算

懇
親
会
■懇親会　［タイムテーブル］
14：40　懇親会・開会の挨拶　小松会長
14：43　物故者への黙祷
14：45　校歌斉唱・
	 エール　野川芳雄さん（南高 25回卒）
14：50　来賓ご挨拶
	 山形南高同窓会　会長　吉田福平様
	 山形南高　校長　大沼　晋様
	 山形県東京事務所　副所長　今田禎幸様
	 山形県人東京連合会　会長　石澤良弘様
15：05　乾杯　三浦さん＆千場さん（南高 3回卒）
	 会食・懇談タイム
	 来賓ご挨拶
	 ・南高スポーツOB会・会長　村岡義啓様
	 ・南高文化部OB会・会長　豊田栄一様

南高進学状況報告・片桐秀昭様（南高 12回卒）

Yamagata-NANKOH
Tokyo Alumni Digest 202512

校歌斉唱

大沼校長

小松会長

エール

片桐さん豊田文化部 OB 会長

やまがた県人連合会石澤会長

山形県事務所今田副所長吉田同窓会長

村岡スポーツ OB 会長

会計監査報告会計報告

乾杯
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懇
親
会

雨の予報をくぐり抜け、どこか懐かしい夏の光が差し込んだ市ヶ谷。6月 29日、私たち山形南高の仲間が再び集いました。
年次も立場も越えて、交わす言葉にあの頃の空気が蘇る。総会で母校を想い、懇親会では笑いと再会が重なり合う	――
胸の奥が、ふと熱くなる一日でした。

Yamagata-NANKOH
Tokyo Alumni Digest 2025 13

若手

花笠三本締め

ふるさと合唱

空はコバルト
常任幹事の皆さま

野川さんのエール

寄付箱

12 回卒メンバー

まだまだ若手です

柔道部

村川監督

浅黄さん大場さんの浅黄さんの紹介挨拶

本部同窓会からのプレゼント

全日本芋煮会同好会・黒沼代表

梅雨晴れに　笑顔ほころぶ　旧友と

夏めいて　語る思い出　尽きもせず

ああ今日も　胸に刻まれ　南高魂

25/07/02 山形南高同窓会報(No21)_2025_Re2【  13 】



2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

1 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東 山形東

2 山形南 山形南 鶴岡南 鶴岡南 鶴岡南 山形南 米沢興 山形南

3 山形西 鶴岡南 山形南 米沢興 山形南 米沢興 山形南 米沢興

4 酒田東 米沢興 山形西 山形南 米沢興 酒田東 酒田東 東桜学館

5 米沢興 山形西 米沢興 酒田東 酒田東 山形西 鶴岡南 鶴岡南

6 鶴岡南 酒田東 酒田東 山形西 山形西 東桜学館 山形西 酒田東

7 長井 長井 新庄北 新庄北 寒河江 鶴岡南 東桜学館 山形西

8 新庄北 新庄北 寒河江 東桜学館 新庄北 新庄北 寒河江 長井

9 山形中央 山形北 山形中央 長井 東桜学館 長井 長井 新庄北

山形県内大学入試ランキング　(ダイヤモンドセレクト誌より)

南高の進学状況報告 2024年6月28日㈯の総会で、片桐秀昭さん (南高12回卒)より

南高の進学状況の推移を、「山形県内大学入試ランキング」の資料(ダイヤモンドセレクト誌)
をもとにご報告いただく。 昨年度は県内2位に返り咲きました。

尚、有名大学合格者数は、東大、1名。東工大、1名。北大、1名。東北大、11名。新潟大、20名。

山大44名。 (令和6年進学情報・サンデー毎日より)
(※今年度の南高生の進学状況は南高HPよりご確認ください。)

（　）令和7年6月28日発行	 第21号

東
東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本

校
教
育
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

高
校
で
は
五
月
上
旬
に
地
区
高
校
総
体
を
終

え
、
六
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
県
高
校
総
体
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
し
て
先
日
、
各
部
Ｏ
Ｂ
・
コ
ー

チ
の
皆
様
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
方
を
お
招

き
し
「
県
高
校
総
体
激
励
会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
皆
様
か
ら
は
、
来
る
べ
き
戦
い
に
向
け
て

熱
い
エ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。
本
校
は
開
学
以

来
「
文
武
両
道
」
を
校
是
に
掲
げ
、
そ
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
生
徒
と

先
生
方
の
力
だ
け
で
叶
う
も
の
で
は
な
く
、
何

よ
り
コ
ー
チ
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
そ
し
て
保
護
者

の
皆
様
の
物
心
両
面
で
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
東
京
同
窓
会
に
昨
年
参
加
し
た
際
、

映
画
監
督
の
村
川
透
様
の
ス
ピ
ー
チ
で
、「
高

校
時
代
を
思
い
起
こ
す
と
、
何
者
で
も
な
い
若

者
が
、
何
か
に
青
春
の
情
熱
を
燃
や
せ
た
の
が

高
校
時
代
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し

た
若
者
が
情
熱
を
傾
け
ら
れ
る
学
校
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。」
と
い
う
エ
ー
ル
を
頂
戴
し
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
多
感
な
南

高
生
た
ち
が
、
高
校
生
活
の
中
で
何
か
に
夢
中

に
な
っ
て
打
ち
込
め
る
よ
う
に
支
え
て
い
く
こ

と
は
、
学
校
が
果
た
す
使
命
で
す
。

「
這
え
ば
立
て
、
立
て
ば
歩
め
の
親
心
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ
ば
学
校

と
い
う
場
所
は
、
様
々
な
こ
と
に
「
頑
張
る
」

生
徒
が
い
て
、
そ
う
し
た
生
徒
を
支
え
る
様
々

な
方
々
が
、
ま
さ
に
「
親
心
」
で
生
徒
た
ち
を

「
頑
張
れ
」
と
日
々
励
ま
す
場
で
す
。
勿
論
「
頑

張
れ
」
の
言
葉
に
は
必
ず
し
も
成
功
と
い
う
結

果
だ
け
を
期
待
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
過
程
や
困
難
に
立

ち
向
か
う
姿
勢
そ
の
も
の
を
認
め
励
ま
す
言
葉

で
あ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
さ
ら
に
成
長
で

き
る
と
い
う
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
先
生
方
に
対
し
て
も
、
同
窓
会
の
皆

様
か
ら
「
頑
張
れ
」
と
い
う
熱
い
エ
ー
ル
を
頂

戴
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
有
難
い
こ
と
で
す
。
そ

う
し
て
み
る
と
南
高
八
十
四
年
の
歴
史
は
、
教

師
と
生
徒
が
「
頑
張
れ
」
と
い
う
エ
ー
ル
を
力

に
変
え
て
「
師
弟
同
行
」
で
一
緒
に
頑
張
っ
て

来
た
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。

さ
て
、
私
は
校
長
最
後
の
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
私
も
最
後
ま
で
「
頑
張
れ
」
と
生
徒
を
励

ま
し
、
生
徒
と
一
緒
に
素
晴
ら
し
学
校
づ
く
り

を
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
東
京
同
窓
会
総
会
に

は
今
回
で
最
後
の
参
加
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
東
京
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
母
校
に
対
す
る
熱
い
エ
ー
ル
を

お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

14

応
援
を
力
に
変
え
て山形南高等学校

校長　大 沼　晋
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昨
年
６
月
開
催
の
東
京
同
窓
会
で
は
、

参
加
者
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
、
小

松
会
長
を
は
じ
め
執
行
部
の
方
々
の
ご

努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

南
高
同
窓
会
に
今
年
２
３
６
名
の
卒

業
生
が
加
入
し
、
我
が
同
窓
会
も
更
に

厚
み
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
６
年
11
月
15
日
、
39
回

卒
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ　
ｙ
ｏ
ｕ
会
・
59
回
卒

南
国
会
が
当
番
幹
事
を
務
め
、「
Ｎ
Ｏ　

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
，
Ｎ
Ｏ　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
．

—
—

君
と
わ
れ
、
こ
こ
に
集
う—

—

」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
祝
賀
会
に
は
約
６

０
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
も
応
援
団

と
吹
奏
楽
部
、
加
え
て
ス
ポ
ー
ツ
部
活

の
生
徒
も
参
加
し
、「
大
進
撃
」
が
会

場
一
杯
に
響
き
わ
た
り
、
参
加
者
も
南

高
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

東
京
同
窓
会
小
松
会
長
様
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す５

月
17
日
に
は
、
第
26
回
南
高
同
窓

会
親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
約
１
３
０
名

参
加
の
も
と
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
あ

い
に
く
小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
楽
し

く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、
表
彰
式

・
懇
親
会
に
お
い
て
も
旧
交
を
温
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
南
高

同
窓
会
の
結
団
力
を
か
い
ま
み
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
通
り
現
在
同

窓
会
名
簿
作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り

ま
す
。
10
年
振
り
の
発
刊
で
あ
り
、
個

人
情
報
保
護
等
に
は
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
製
作
は
今
回
で
最

後
と
し
、
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ

ン
ク
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。同

窓
会
名
簿
は
、
同
窓
生
の
交
流
に

は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
発
刊
の
折
り
に
は
、
多

く
の
同
窓
生
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び
に
、
東
京
同
窓
会
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
康
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
名
簿
発
刊
に
よ
せ
て

山形南高同窓会
会長　吉田 福平

本年4月に、山形南高等学校同窓会本部より、左記のご案内が
郵送されました。同窓会名簿が10年ぶりの発刊となります。

発行のご協力と購入申し込みをお願い申し上げます。
　① 確認票に記載のご自身の掲載内容をご確認いただき、
　② ご購入のご予約をお願いいたします。
●発行：本年11月中旬発行予定
●金額：6,000円(同封の払込取扱票で郵便局でお振込みください)

※名簿に関するお問い合わせは、
　　同窓会名簿編纂室　フリーダイヤル ： 0120-132-161
　　同窓会名簿編纂室　調査専用ＦＡＸ ： 023-631-0649
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◆
令
和
６
年
度
の
総
会
は
６
月
28
日

（
土
）、コ
ロ
ナ
禍
は
落
ち
着
き
を
み
せ

て
き
た
が
、安
全
を
呼
び
か
け
て
の
開

催
と
な
っ
た
。山
形
の
同
窓
会
本
部
よ

り
吉
田
会
長
と
大
沼
校
長
先
生
、
ス

ポ
ー
ツ
Ｏ
Ｂ
会
の
村
岡
会
長
、文
化
部

Ｏ
Ｂ
会
の
豊
田
会
長
に
ご
出
席
い
た
た
き
ま
し

た
◆
新
聞
部
企
画
、
今
回
の
南
高
生
の
今
は
、

「
俺
進
・
オ
リ
ジ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、第
61
回
南

高
祭
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
も

南
高
生
の
弾
け
る
青
春
の
迫
力
が
満
載
で
す
。

写
真
部
の
作
品
展
も
迫
力
あ
る
作
品
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。表
紙
の
作
品
も
千
歳
山
と

の
コ
ラ
ボ
で
何
度
も
ト
ラ
イ
を
重
ね
て
い
た
だ

き
ま
し
た
◆
今
号
は
、「
な
ん
だ
お
前
も
南
高

か
！
　
よ
う
こ
そ
南
高
東
京
同
窓
会
へ
」と
の

テ
ー
マ
で
、51
回
卒
の
矢
口
さ
ん
と
下
山
さ
ん

に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
若
い

メ
ン
バ
ー
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。一
方
、同

窓
会
の
醍
醐
味
の
一
つ
は
、先
輩
方
の
生
き
ざ

ま
の
お
手
本
で
す
。毛
利
さ
ん
は
、81
歳
で
尚
、

南
高
魂
を
燃
え
滾
ら
せ
て
の
挑
戦
の
生
き
ざ
ま

を
示
し
て
い
た
だ
い
て
お
ら
れ
ま
す
◆
常
任
幹

事
会
は
毎
月
、小
松
会
長
の
下
で
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
を
継
続
。秋
は
本
部
同
窓
会
へ
の
参
加
と

共
に
、東
京
同
窓
会
と
し
て
は
山
形
の
芋
煮
と

お
酒
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、秋
祭
り
を
企
画
・
開

催
。若
手
の
皆
さ
ん
や
新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
◆
ま
た
、伊
藤
副
会
長
を

中
心
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
勉
強
会
を
開
催
し
、東
京
同
窓

会
Ｈ
Ｐ
の
充
実
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。パ
ソ

コ
ン
と
携
帯
の
画
面
を
違
和
感
な
く
、且
つ
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、ご

意
見
ご
要
望
も
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

土
田
和
男
（
副
会
長
・
南
高
25
回
卒
・
野
球
部
）

私
は
小
学
校
２
年
生
頃
か
ら
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
吹
き
始
め
ま
し
た
。
吹
き
始
め
た
ば
か
り
の

時
は
、
吹
き
な
が
ら
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

誰
に
も
教
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自
己
流
で
吹

い
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
、
歌
を
や
め
て
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
音
だ
け
で
音
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
腕
が
上
達
し
、
校
長
先
生
か
ら
も

褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
校
長
先
生
か
ら
新

品
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
戴
き
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。南

高
に
入
学
し
て
か
ら
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
持

っ
て
施
設
訪
問
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
南

高
の
音
楽
部
に
入
っ
て
男
声
コ
ー
ラ
ス
の
美
し

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
部
の
友
人
た
ち

と
放
課
後
音
楽
室
に
集
ま
り
、
部
活
が
始
ま
る

前
に
数
人
で
歌
い
、
ハ
モ
ら
せ
ま
し
た
。
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
、「
き
ょ
う
学

校
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
互
い
に
喜
ん
だ
も
の

で
す
。

大
学
に
入
る
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
は
ま
り
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
『
運
命
』
や
『
田
園
』
を
吹

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
の
高
校
の
教
師
に
な
っ
て
か
ら
は
、

生
徒
の
前
で
も
吹
き
ま
し
た
。
運
動
会
の
後
夜

祭
で
「
マ
イ
ム
マ
イ
ム
」
な
ど
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
踊
る
と
き
は
、
私
が
生
徒
た
ち
の
前
に

出
て
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
伴
奏
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
手
を
つ
な
い
で
円
陣
を
つ
く
り
私
に
迫
り
、

私
を
蹴
る
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
１
本
の
マ
イ
ク
さ

え
あ
れ
ば
、
学
校
行
事
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
す
。

施
設
訪
問

居
住
し
て
い
る
成
田
市
か
ら
「
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
講
座
」
を
担
当
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
を
受

け
、
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
12
月
に
ハ
ー
モ

ニ
カ
講
座
を
担
当
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
講
座
修
了
後
、
講
座
に
参
加
し
た
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
「
成
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
友
の

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
21
年
前
の

こ
と
で
す
。

「
成
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
友
の
会
」
は
、
そ
の
後
11

回
の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
12
回
目
は
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
成
田
市
の
文
化
祭
で
演
奏
し
て
い

ま
す
。

「
成
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
友
の
会
」
の
活
動
の
中
に

「
高
齢
者
施
設
訪
問
」
が
あ
り
ま
す
。「
成
田
ハ

ー
モ
ニ
カ
友
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
勤
務
し
て

い
る
施
設
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
依
頼
が
来

た
の
を
皮
切
り
に
、
今
日
ま
で
、
様
々
な
施
設

を
数
十
回
訪
問
し
ま
し
た
。

施
設
に
お
ら
れ
る
高
齢
者
の
方
々
は
、
私
た

ち
の
訪
問
を
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

日
本
は
高
齢
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け
ま
す
。
外
国
人
の

数
も
増
え
て
い
ま
す
。
外
国
人
旅
行
者
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
働
い
て
い
る
外
国
人
の
数
も
急
速
に

増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
国
際
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

日
本
で
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
高
齢
化
、

国
際
化
の
問
題
に
真
摯
に
向
か
い
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
山
南
の
同
窓
生
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し

い
事
態
に
対
応
す
る
力
を
備
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
密
か
に
信
じ
て
い
ま
す
。
変
化
す
る

社
会
と
の
接
点
を
持
ち
続
け
る
私
た
ち
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
と
の
接
点
を

持
ち
続
け
た
い
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